
学校番号 ２１４ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文 単位数  ３単位 年次   ２年次 

使用教科書 「新編現代文Ｂ 」東京書籍 

副教材等 
「書いてマスター常用漢字」文栄堂 

「クリアカラー 国語便覧」数研出版 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人に必要となる基礎的な国語の力を身に付けることを心がけてください。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く能

力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・提出物の期限は守り、定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

国語の基本となる「読む」・「書く」・「聞く・話す」能力を育成し、言語を基にした表現能力を

高める。また、近代以降のさまざまな文章を理解することにより、ものの見方・考え方・感じ方を

深め、現代を生きるための知恵や知識を学び、人生を豊かにする態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 C:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言語

文化に対する関

心を深め、国語を

尊重してその向

上を図ろうとす

る。 

目的や場に応じて

効果的に話し、的

確に聞き取った

り、話し合ったり

して、自分の考え

をまとめ、深めて

いる。 

相手や目的、意図

に応じた適切な表

現による文章を書

き、自分の考えを

まとめ、深めてい

る。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く読んだりし

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢

字などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワーク

シート等） 

行動の観察 

（発表等のパフォ

ーマンスの評価） 

記述の確認及び分

析 

（ワークシート、

原稿用紙） 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観

点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

１ ２ １ 

随
想 

・  

広
が
る
風
景 

 
「こそそめスープ」 
 
・筆者独自の考え方を読み
取り、人それぞれが持つ
意識の世界に思いをはせ
る。 

○  ○ ◎ ○ a：教材文の内容をふまえ、

「自分の作り上げた思い

込みの世界」について、自

分の問題として考えよう

としている。 

c：筆者の主張に対する自分

の経験や意見を、読む人に

伝わりやすく書いている。 

ｄ：筆者の主張と過去の体験

との関連を読み取ってい

る。「自分の作り上げた思

い込みの世界」について、

筆者がどのように考えて

いるか読み取っている。  

e：語句の意味を正しく理解

し、漢字を正しく読み書き

している。  

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート（→

定期テスト） 

小
説
１ 
・ 

つ
な
が
る
心 

「ナイン」 
 

・小説の時代背景を想像しつ

つ、登場人物の人間関係とそ

の心情を読み取る。 

 

○  ○ ◎ ○ a：作品の構成を把握し、小

説を読み深めるおもしろ

さを味わおうとしている。 

ｃ：登場人物の人間関係とそ

の心情を、本文に即して的

確にまとめている。 

ｄ：教材文の構成や時間軸を

的確に把握している。 

「ナイン」が象徴しているこ

とを読み取っている。  

e：語句の意味を正しく理解

し、漢字を正しく読み書き

している。  

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察  

・ワークシート（→

定期テスト） 

評
論
１ 

・ 

考
え
る
手
が
か
り 

「生命とは何か」 

 

・論の展開に注意して筆者の

考えを読み取り、生命の特徴

や不思議さについて考える。 

○ ○  ◎ ○ a：教材文に興味をもち、生

命の特徴や不思議さについ

て考えようとしている。 

b：教材文を読んでわかった

こと、考えたことについて、

積極的に話し合っている。 

d：筆者の主張を読み取り、

「代謝というシステム」につ

いて考えを深めている。 

e：「代謝」という語句の意

味を的確につかみ、教材文の

文脈の中で理解している。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 



評
論
２
・
現
実
の
中
で 

 

「安心について」 

 

・文章構成に注意して筆者

の考えを理解し、安心とい

うものの本質について考え

る。 

 
・ 

○ ○  ◎  a：教材文に興味をもち、「安

心」というものの本質につい

て考えようとしている。 

b：教材文を読み、自分にと

っての「安心」とは何かにつ

いて、理由をあげながら話し

合っている。  

d：「子どもにとって安心と

は…」という部分に込められ

た筆者の思いを読み取ろう

としている。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

２ 

小
説
２
・
物
語
の
楽
し
み 

「山椒魚」 

 

・場面ごとの登場人物の心情

とその変化、登場人物の人物

像を読み取り、作品の主題を

考える。 

・比喩表現など表現上の工夫

を読み取り、その効果を考え

る。 

 

○ ○  ◎ ○ a：小説を読み、登場人物の

行動や心情、情景などを味

わっている。 

比喩表現や情景描写によ

る暗示などを読み味わう

おもしろさに気づいてい

る。 

文学作品を読むことに興

味をもち、積極的に他の作

品に手を伸ばそうとして

いる。  

b：教材文を読み、自分が関

心をもったことについて

調べてまとめ、発表する。 

d：作品のあらすじをつかみ、

場面の展開を理解してい

る。 

ｅ：語句の意味を正しく理解

し、漢字を正しく読み書き

している。 

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

働
く
喜
び 

 

「楽に働くこと、楽しく働

くこと」 

楽しく働くとはどういうことかに

ついての筆者の考え方を理

解する。 

○ ○  ◎ ○ a：教材文に興味をもち、働

くことの意義について考え

ようとしている。 

b：教材文を読んでわかった

こと、考えたことについ

て、積極的に話し合ってい

る。 

d：筆者の主張を読み取り、

「楽に働くこと」について考

えを深めている。 

e：語句の意味を正しく理解

し、漢字を正しく読み書きし

ている。  

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 



３ 

小
説
３
・
心
の
奥
へ 

 

 

「こころ」 

 

・場面ごとの登場人物の心情

とその変化、登場人物の人物

像を読み取り、作品の主題を

考える。 

・比喩表現など表現上の工夫

を読み取り、その効果を考え

る。 

 

 

○  ○ ◎  a：小説を読み、登場人物の

行動や心情、情景などを味

わっている。 

比喩表現や情景描写によ

る暗示などを読み味わう

おもしろさに気づいてい

る。 

近代文学を読むことに興

味をもち、積極的に他の作

品に手を伸ばそうとして

いる。  

b：教材文を読み、自分が関

心をもったことについて

調べてまとめ、発表する。 

d：作品のあらすじをつかみ、

場面の展開を理解してい

る。 

文章中の表現から、Ｋの人

物像を読み取っている。 

場面ごとの「私」の心理を、

文脈をふまえて理解して

いる。 

ｅ：当時の風俗や社会情勢に

ついて理解を深めている。 

語句の意味を正しく理解

し、漢字を正しく読み書き

している。 

・授業の取り組みの

観察 

・ワークシート 

・自己評価、相互評

価 

詩
歌
・イ
メ
ー
ジ
の
世
界 

 

・一つのメルヘン、他 
 
・幻想的なイメージを味わ
い、そこに込められた作者
の心情について考える。 

○ ◎  〇 ○ a：詩の世界に触れ、豊かな

イメージを味わおうとして

いる。 

b：詩の音読を自分なりに工

夫した表現にし、発表する。 

d：詩に表現された作者の心

情を理解する。  

e：語句の意味を正しく理解

し、漢字を正しく読み書きし

ている。  

・授業の取り組みの

観察 

・音読の観察 

・ワークシート、小

テスト（→定期テス

ト） 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す・聞く能力  c:書く能力  

d:読む能力      e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


